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れている 12-14）．日本青少年研究所が 2001 年から 2002 年に日本，アメリカ，韓国の中学生
に対して行った生活意識に関する調査 12）では，自己評価について五つの質問を行った．「自
分に起こったことは，すべて自分の責任だ」日本 25.2％，アメリカ 59.7％，中国 46.9％（「よ
く当てはまる」の比率，以下も同様），「計画を立てたら，それをやり遂げる自信がある」日
本 9.8％，アメリカ 54.2％，中国 32.8％，「私は自分に大体満足している」日本 9.4％，ア
メリカ 53.5％，中国 24.3％，「私は人並みの能力がある」日本 15.6％，アメリカ 56.5％，中
国 49.3％，「私は他の人々に劣らず価値のある人間である」日本 8.8％，アメリカ 51.8％，
中国 49.3％で，日本の中学生はアメリカ，中国と比較して，自分の能力に対する信頼や自信
が低かった．同様に日本青少年研究所が行った高校生の調査 13）でも，「私は他の人々に劣ら
ず価値のある人間である」日本 11.0％，アメリカ 60.7％，中国 73.1％，「私には人並みの能





た割合は，他国では 8 割あるのに対して，日本は 44.9％．「自分に満足」では，他国では６
～７割であるのに対し日本は 41.5％であった． 
ローゼンバーグの自尊感情尺度を用いたもの 15）では，2005 年に Schmitt らが報告した調
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査がある．この調査は，ローゼンバーグの自尊感情尺度を 28 言語に翻訳し，53 か国の 16,998
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教育心理教育的アプローチとしたが，その実施率は小学校 28.0%，中学校 23.4%であった． 
一方，安達４）が 2013 年と 2014 年に青森県の幼稚園，小学校，中学校，高等学校，特別
支援学校教員を対象とした調査では，心理教育経験率が幼稚園 27.3％，小学校 68.1％，中
















































































































































































































































































































Ⅱ－２－３ 協力者，研究デザイン    













































































































































率を求めた. 分類の一致率は 97.0%であり，分類結果は妥当と判断した． 
 
 










能   力 物事をなし遂げることのできる力．才能，優れた技能．自信があって上手なこと． 




性   格 その人が持っている感情や意志などの傾向．性格に関する理由が記述されているもの． 
身体的特徴 外見，体質，体格，風貌などの主に外部に表れる特徴と身体に関する特徴． 
努   力 目的のために力を尽くして励むこと．意識してできる限りの力を出すこと． 
社 会 性   集団をつくって生活しようとする人間の持つ基本的な傾向． 




















自 己 へ の 関 心 自分への関心を示している記述 
他 者 へ の 関 心 他者への関心を示している記述 
日常化への意欲 今後の自分の生活，行動に関して意欲が示されている記述 
肯 定 的 な 感 情 ポジティブな感情の記述 
戸 惑 い の 感 情 納得がいかないような感情の記述 























関連を Spearman の順位相関係数により調べた． 

























ｔ値 ｐ値 ｒ  平均値 ＳＤ 平均値 ＳＤ 
自尊感情 62 76.1  12.4  77.1  12.2  -.91 .37 .12 
自己肯定感 62 22.1  5.3  22.1  6.1  -.03 .98 .00 
自己価値づけ 63 22.7  4.7  23.3  4.6  -1.35 .18 .17 
幸福感 65 19.7  3.7  20.1  3.6  -.90 .37 .11 
責任感 68 11.9  2.4  11.7  2.2     

























































*** p＜.001  ＊数値は，平均値及び標準誤差を示す 
** 
※数値は，平均値及び標準誤差を示す． ** p＜.01  






















※数値は，平均値及び標準誤差を示す． *** p＜.001 
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表６  自尊感情尺度及び下位尺度における事前・事後調査の平均値（SD）と分散分析結果 
 
    事前  事後    交互作用    単純主効果    
  平均  （SD) 平均  （SD)  Ｆ df ｐ η2   ｐ 
自尊感情尺度  
低群(n=21) 62.0  6.0  68.6  11.2                  
中群(n=19) 76.7  2.9  75.9  6.7  
 
8.319 (2,59) .001*** .220  低群 事前＜事後  .001*** 
高群(n=22) 88.9  5.8  86.2  10.8  
 
       
自己肯定感  
低群(n=21) 17.6  4.1  18.6  6.5  
 
              
中群(n=19) 23.0  4.2  22.2  3.9  
 
.839 (2,59) .437 .028    
高群(n=22) 25.1  5.0  24.7  6.1  
 
              
自己価値づけ  
低群(n=21) 18.3  2.7  20.8  4.2  
 
       
中群(n=19) 21.7  2.2  21.8  3.6  
 
4.721 (2,59) .013* .138  低群 事前＜事後  .01** 
高群(n=22) 27.5  3.0  26.8  3.6  
 
       
幸福感  
低群(n=21) 15.9  2.5  18.2  4.4  
 
              
中群(n=19) 20.2  2.4  19.9  2.2  
 
6.600 (2,59) .003** .183  低群 事前＜事後  .001*** 
高群(n=22) 22.6  2.5  21.9  3.0                  
SD:標準偏差 ,  η２：効果量.  * p＜.05， **ｐ＜.01， ***ｐ＜.001    











授業前  授業後  
ｔ値  ｐ値  ｒ  平均値  SD 平均値  SD 
社会的スキル  65 49.3  5.9  50.3  6.2  -1.89 .06 .23 
向社会的スキル  67 21.8  3.8  22.4  3.9  -1.54 .13 .19 
攻撃行動  67 13.8  1.8  14.1  1.7  -1.69 .10 .20 
引っ込み思案行動  66 13.6  2.3  13.7  2.2  -.296 .77 .04 


































SD:標準偏差 ,  η２：効果量 
 
   事前  事後    交互作用  
  平均  （SD） 平均  （SD）   Ｆ df ｐ η2 
社会的スキル  
低群(n=19) 42.0  4.6  44.6  6.2            
中群(n=24) 50.0  1.7  50.7  4.0  
 
2.660 (2,62) .078 .079 
高群(n=22) 54.9  2.2  54.7  3.9  
 
    
向社会スキル  
低群(n=19) 18.3  3.5  19.4  4.6  
 
        
中群(n=24) 22.2  2.5  22.8  3.0  
 
.743 (2,62) .480 .023 
高群(n=22) 24.8  2.3  24.8  2.3  
 
        
攻撃行動  
低群(n=19) 12.3  2.1  13.2  1.8  
 
    
中群(n=24) 13.9  1.2  14.1  1.6  
 
1.926 (2,62) .154 .058 
高群(n=22) 14.8  1.1  14.8  1.3  
 
    
引っ込み思案行動  
低群(n=19) 11.3  1.9  12.0  2.0  
 
        
中群(n=24) 13.9  2.0  13.8  2.2  
 
1.582 (2,62) .214 .049 
高群(n=22) 15.2  1.1  15.1  1.3            





 表９によいところの記述例，図 5 に児童自身が記述したよいところの記述内容の内訳を
示した．第１時の授業時，中間調査，事後調査の記述の中で最も多く記述されたのが，い
ずれにおいても行動であり，授業時が全体の 26.3％，中間調査 38.0%，事後調査 57.9%を
占めた．また，記述の個数や内容は大きく変化した．すなわち，１時間目の授業時の記述
個数は 328 個であったが，中間調査では 79 個，事後調査では 78 個となり，大きく減少し
た．記述内容の変化については，中間調査では 79 個中の 35 個（44.3%）は第１時の授業













能   力 
そろばんが得意，運動の中でも走ることが得意，体操が得意，ピアノが得意 
英語を発音よくしゃべられる，鉄棒が得意 










努   力 
登校班の集合時刻をもまれるようにしている，忘れ物をしないようにしている 
字をきれいに書くように頑張っている，たくさん発表することを頑張っている 
社 会 性 
傘がない人に傘を貸してあげられる，友達と楽しく遊べる 
元気がない人には励ましてあげられる，友達に親切にできる 





























































































































表 10 事前調査の自尊感情尺度と事後調査のよいところを記述する時の気持ちの関連 
 
 




















.162 .284* .368** .399** .200 .242 .125 .315* .331** 
※逆転項目． * p＜.05，** p＜.01 *** p＜.001 
図 6 よいところを記述する時の気持ち 













授業の感想の記述例を表 11 に，感想の分類を図 7 に示した．第１時の「よいところみ
つけ」の感想では，「いいところを教えてもらったので，自分に自信が持てました」など
の「肯定的な気持ち」の記述が 45 個と一番多く，次いで「他者への関心」20 個，「自己
への関心」19 個，「日常化への意欲」17 個であった．第２時のリフレーミングは，「自分
のいまいちダメなところも，いいところに変わることがうれしいです」などの「自己への
関心」が 33 個で一番多く，次いで「肯定的な感情」25 個，「日常化への意欲」17 個であ
った．第３，４時の秘密の友だちでは，「他者への関心」が 50 個と顕著に多かった．その
中では，「学級の仲間が自分のことを見てくれている」という感想が 17 個見られた．次い







































表 11 授業の感想の記述 
 





















⑤戸 惑 い の 感 情 
・何でも一生懸命と書いてくれたのはうれしかったけど，自分ではそうなのかわ
からないです． 


















図 7 学習内容別の感想の分類（数） 
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31）Thompson T：Do we need to train teachers how to administer praise?  Self-worth theory 


















































































































から 2015 年 12 月に国内で発表された論文について，検索のキーワードを，「身体満足」，
「体型不満」，「身体発育」，「性的成熟」，「性意識」，「性の悩み」，「やせ志向」，
「ジェンダー」，「ボディ・イメージ」，「痩身願望」として検索した．検索式は，キー
ワード AND（学生 OR 高校生 OR 思春期 OR 青年）あるいは，キーワード AND
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ると思われる校長が勤務する小学校，A 市３校，B 市１校，C 市１校，合計 5 校を研究協







た．本調査候補の B 市と予備調査候補の C 市の１校は，電話での承諾が得られたのち，学
校に出向き具体的な研究手続きを明記した依頼文を渡し，承諾書に記入してもらった．最











 尺度項目の回答状況の確認と予備的に探索的因子分析を行うことを目的に，2016 年 12
月に京都府内の C 市の公立小学校１校において予備調査を行った．一般的に因子分析を行
う場合に必要なサンプルサイズは，項目の５～10 倍程度 24)，あるいは，200 名以上 25）必
要であることを踏まえ，協力者は同校の４，５年生 177 名（４年：90 名，５年：87 名）
とした．質問紙の回収後，回答に同意した 172 名（４年：男子 45 名，女子 40 名，５年：







 2017 年 1 月に，京都府内の B 市の公立小学校 1 校と予備調査とは異なる C 市の公立小
学校１校の４年生～６年生 492 名（４年：160 名，５年：179 名，６年：153 名）を協力
者として，質問紙調査を実施した．質問紙の回収後，回答に同意した 483 名のうち，発育
に対する態度の尺度の質問 20 項目のうち欠損値が 40％以上あった４名を除外し，479 名
（４年：157 名，５年：171 名，６年：151 名）を分析対象者とした．表１に協力者の内訳
を示した．調査内容は，予備調査の結果，項目の表現等について問題は認められなかった
ため，予備調査と同様の 20 項目と，ポープの身体セルフエスティーム尺度の 10 項目，荒




４年 ５年 ６年 合計 
n (%) n (%) n (%) n (%) 
男 80 ( 51.0) 81 ( 47.4) 79 ( 52.3) 240 ( 50.1) 
女 77 ( 49.0) 90 ( 52.6) 72 ( 47.7) 239 ( 49.9) 
計 157 (100.0) 171 (100.0) 151 (100.0) 479 (100.0) 




















































統計解析は，SPSS Statistics 24 for Windows を使用し，有意水準は５％とした． 
Ⅲ－２－６ 倫理的配慮 
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Ⅲ－３ 結 果 
Ⅲ－３－１ 構成内容の整理及び明確化，質問項目の候補の選定 
図１に論文の収集と選択の過程を示した．データベース検索で得られた 750 編の論文は
1 次スクリーニングでタイトル，抄録の精査により 30 編が採択された．次に本文と調査項
















































図１  論文の収集と選択の過程 




採択論文 30 編 
採択論文 20 編 






タイトルと抄録の精査 除外 720 編 
本文と調査項目の精査 除外 10 編 
CiNii 266 編・医中誌 545 編 （うち重複 61 編） 
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成熟拒否     


















































































































































































































































表３ 発育に対する態度の評価尺度 予備調査因子分析結果 
 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
Ⅰ：体型に関する感情  α=.749         
 今の体型に満足しています（逆） .92 .00 -.10 -.06 
 鏡に映った自分の体型が好きです（逆） .71 .05 -.05 -.10 
 自分の体型について考えると，とても嫌な気分になります .53 .08 .27 .18 
Ⅱ：二次性徴に対する受け止め  α=.720         
 子どものままの体でいたいです -.10 .94 -.02 -.04 
 大人の体になりたくないと思っています .03 .67 -.01 .16 
 大人の体に変化していくことが楽しみです（逆） .23 .48 -.05 -.13 
Ⅲ：他者との比較  α=.677         
 友達の身長の伸び方が気になります -.16 .05 .70 -.09 
 自分の体の変化が友達と違うことが気になります .16 .04 .68 .02 
 友だちと比べると成長が遅い（早い）のではないかと不安になります -.04 -.14 .65 -.01 
Ⅳ：体型に関する認識  α=.621         
 やせている方がかっこいい（かわいい）と思います -.28 .06 .01 .754 
 今の体型よりも太りたい（またはやせたい）です .17 -.04 -.10 .619 
 周りの人は自分よりも良い体型をしていると思います .22 -.06 -.03 .484 
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
Ⅰ － .18 .31 .50 
Ⅱ 
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表４ 発育に対する態度の評価尺度 因子分析結果 
 Ⅰ   Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
Ⅰ：体型に関する否定的な感情  α=.775        
 自分の体型をもっとよくしたいです .67 .13 .00 －.10 
 今の体型よりも太りたい（またはやせたい）です .63 －.16 －.07 .00 
 やせている方がかっこいい（またはかわいい）と思います .62 .01 －.05 .02 
 自分の体（腕・脚・尻）などで気に入らないところがあります .54 －.15 －.03 .10 
 まわりの人は，自分よりよい体型をしていると思います .51 －.07 .04 －.04 
 自分の体型について考えると，とてもいやな気分になります .43 －.30 .11 .00 
Ⅱ：体型に関する肯定的な感情  α=.783 
    
 今の自分の体型に満足しています －.10 .82 .01 .07 
 鏡に映った自分の体型が好きです .05 .80 －.04 .03 
 自分の体重に満足しています －.21 .54 .05 －.07 
Ⅲ：他者との比較  α=.708 
    
友だちとくらべると，成長が遅い（または早い）のではないかと不安になります .06 .04 .69 －.01 
 他の友達と同じくらいの身長だったらと思います －.02 .01 .63 －.05 
 自分の身長に満足しています .29 .22 －.58 .02 
 友達の身長の伸び方が気になります .10 .08 .52 －.04 
 自分の体の変化が友達と違うことが気になります .30 .07 .44 .07 
Ⅳ：体の変化に対する受け止め α=.664 
    
 大人の体になりたくないと思っています －.03 .06 .01 .71 
 子どものままの体でいたいです .12 .09 －.12 .70 
 大人の体に変化していくことが楽しみです .30 .26 .04 －.50 
 大人の体に変化していくことが不安です                        .10 .06 .27 .45 
因子間相関 Ⅰ   Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
Ⅰ - －.44 .51 .23 
Ⅱ 
 






































 n 平均 SD α 
発育に対する態度 416 49.5 9.1 .825 
体型に関する否定的感情 451 15.4 4.2 .775 
体型に関する肯定的感情 458 7.6 2.3 .783 
他者との比較 465 14.6 3.6 .708 
体の変化に対する受け止め 467 11.8 2.8 .664 
























自尊感情 .546** .413** .446** .349** .304** 
自己肯定感 .622** .566** .335** .487** .239** 
自己価値づけ .321** .198** .393** .123* .219** 
幸福感 .369** .234** .334** .241** .203** 
責任感 .162** .070 .137** .016 .224** 
















  n 平均 SD ｔ p 値 r 値 
発育に対する態度 
男子 209 51.2 8.8 
3.933 .001*** .19 
女子 207 47.8 9.0 
体型に関する否定的な感情 
男子 225 16.2 4.0 
3.980 .001*** .18 
女子 226 14.7 4.4 
体型に関する肯定的な感情 
男子 228 7.9 2.3 
2.484 .013* .12 
女子 230 7.3 2.3 
他者との比較 
男子 235 14.9 3.6 
2.249 .025* .10 
女子 230 14.2 3.5 
体の変化に対する受け止め 
男子 235 12.1 2.8 
2.213 .027* .10 
女子 232 11.6 2.7 










る否定的な感情（F(2,223)＝5.93, p＜.01 , η2=.05），「体型に関する肯定的感情」（F(1,227)
























５年 72 51.5 8.4  
６年 70 49.4 8.7  
体型に関する否定的な感情 







５年 76 16.5 3.8  
６年 77 16.0 3.9  
体型に関する肯定的な感情 







５年 78  7.9 2.3  
６年 73  7.6 2.3  
他者との比較 







５年 81 14.9 3.6  
６年 76 14.6 3.3  
体の変化に対する受け止め 





.05 ４年＞６年 ５年 79 12.2 2.9 
６年 78 11.3 2.6 






















η2 値 多重比較 
発育に対する態度 







５年 78 48.2 8.7 ５年＞６年 
６年 63 44.6 8.8  
体型に関する否定的な感情 







５年 84 15.1 4.4 ５年＞６年 
６年 69 13.2 4.2  
体型に関する肯定的な感情 





.03 ４年＞６年 ５年 88  7.5 2.5 
６年 69  6.7 2.2 
他者との比較 







５年 85 14.3 3.5  
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田ら 11）が 2011 年に小学校５年生から中学校３年生を対象とした調査では，自分の体重を
妥当に認識しているのは，女子では 50%，男子では 60%であった．また，伊藤ら 12）の 2005
年から 2012 年の 8 年間にわたる小学校３年生から高等学校３年生に対する調査でも，客
観的体型（肥満度）と主観的体型評価のずれが男子よりも女子が大きいこと，その割合は







一方，体型評価のずれが女子よりも小さい男子においても，高橋ら 15）の 2003 年の調査
によれば，BMI が平均以下（≦ 22）である高校生男子の約 35％，大学生男子の約 40% 
がやせ願望をもっており，やせ願望群の体型誤認者の大部分は自分の体型を「太っている」
と評価していた．現在，メディアでは男性においてもやせていることが賞賛され，「細マ

























































































表１  小学校学習指導要領 体育 
 
第３学年及び第４学年 
内容 Ｇ  保健 


















































































































































































































                  
                図１ 身長・体重成長曲線 
 








































































































4w 1w 1w 
介入群 61 人 





































































































χ2 検定の結果が有意となった場合は，残差分析を行った ． 
「授業に対する受け止め」についての振り返りの記述の分類では，第１時と第３時の２
時間分の記述をまとめて整理した．分類は，「分かったこと」「安心感」「前向きな気持ち」













































































































































  介入群   対照群  二要因分散分析 
   事前（Ａ） 事後（Ｂ）    事前（Ｃ） 事後（Ｄ）  交互作用（前後×群）  
 単純主効果 












全体 (51) 50.8 9.8 52.0 10.2 
 
全体 (52) 48.7 10.5 48.9 11.1 
 
.89 (1,101) .345  
 
    
低群 (5,17) 41.8 6.8 43.2 7.7 
 
低群 (13,13) 40.1 5.7 40.2 7.3 
 
.59 (1,46) .445  
 
  
高群 (19,10) 57.7 5.0 58.8 5.6   高群 (11,15) 57.2 6.4 57.6 6.3   .29 (1,53) .590  
 
    
体型に関する 
否定的な感情 
全体 (53) 15.0 4.4 15.7 4.1 全体 (64) 14.6 4.6 15.1 4.6 .21 (1,115) .647  
 
  
低群 (5,14) 10.3 2.2 12.3 3.4 
 
低群 (12,15) 10.2 2.0 10.9 3.3 
 
2.66 (1,44) .110  
 
  
高群 (22,12) 17.6 2.8 17.6 3.2   高群 (17,20) 17.5 3.5 17.8 3.0 
  





全体 (53) 7.9 2.2 8.4 2.4 全体 (66) 7.3 2.6 7.1 2.5 5.65 (1,117) .019* .046 
 




低群 (7,11) 5.3 1.1 6.6 1.7 
 
低群 (14,14) 4.9 1.2 5.2 1.7  4.70 (1,44) .036* .097 
 
事前＜事後 .001*** 
高群 (19,16) 9.2 1.3 9.3 2.1   高群 (18,20) 9.0 1.8 8.5 2.1 
  
3.41 (1,71) .069 .046 
 
    
他者との比較 
全体 (52) 15.4 3.7 15.3 4.0 全体 (64) 14.1 3.5 13.8 3.9 .21 (1,114) .646  
 
 
低群 (5,13) 11.1 2.6 12.2 4.6 
 
低群 (11,21) 11.4 2.3 11.4 3.3  .16 (1,48) .288  
 
  
高群 (20,14) 17.7 1.4 16.9 2.4   高群 (19,13) 17.2 1.8 16.3 2.9 
  
.00 (1,64) .973  
 
  
変化に対する   
受け止め 
全体 (53) 12.5 2.9 12.6 2.6 全体 (68) 12.4 2.6 12.6 2.7 .03 (1,118) .861  
 
    
低群 (9,14) 10.0 2.2 10.8 1.9 
 
低群 (11,20) 10.4 2.4 11.5 2.9  .10 (1,52) .758  
 
  
高群 (17,13) 14.5 1.3 14.0 2.3   高群 (20,17) 14.2 1.2 13.6 2.0   .03 (1,65) .862        
 SD：標準偏差 ， η２：効果量．  * p＜.05， ** p＜.01， *** p＜.001    




SD：標準偏差，η２：効果量.  * p＜.05 
１）時期（事前・事後・追跡）を要因とした一要因分散分析，下位尺度についても同様 
２）時期（事前・事後・追跡）と性（男女）を要因とした一要因分散分析，下位尺度についても同様 








事前 事後 追跡      
 平均 SD 平均 SD 平均 SD  F df ｐ値 η2   ｐ値 
発育に対する態度 
全体(49) 50.4 11.4 52.4 10.2 52.6 10.6 
 
3.33  (2,96) .051 .065 1)   
男子(24) 53.6 11.3 56.7 8.2 57.6 8.2 
 




女子(25) 47.3 10.8 48.2 10.5 47.8 10.5     
体型に関する否定
的な感情 
全体(50) 15.0 4.5 15.8 4.2 16.1 4.3 3.66  (2,98)   .029*  .070 事前VS追跡 .057 
男子(25) 16.1 3.3 17.1 3.3 17.5 3.3 
 







女子(25) 13.9 5.3 14.5 4.6 14.9 4.6     
体型に関する肯定
的な感情 
全体(51) 7.8 2.2 8.4 2.4 8.5 2.4 3.89 (2,100) .033* .072 事前VS追跡 .092 
男子(25) 8.3 2.0 8.4 2.1 8.9 2.2 
 
.10 (2,98) .860  
 
  
女子(26) 7.4 2.4 7.9 2.6 8.1 2.6     
他者との比較 
全体(51) 15.5 3.7 15.3 4.1 15.4 3.8 .22  (2,100)  .776   1)   
男子(25) 16.7 2.9 16.9 3.6 17.6 3.2 
 
2.68  (2,98)  .081 .052 2)   
女子(26) 14.4 4.1 13.7 3.7 13.4 3.3    
変化に対する 
受け止め 
全体(51) 12.7 2.8 12.7 2.7 12.5 2.7 .28 (2,100) .734  1)   
男子(25) 13.3 2.6 13.2 2.7 13.6 2.3 
 
1.61  (2,98)  .209   2)   
女子(26) 12.0 2.9 12.2 2.6 11.4 2.8      





































 介入群   対照群  二要因分散分析 
   事前 事後    事前 事後  交互作用（前後×群） 
  全体(n) 
（男子n，女子n） 
平均 SD 平均 SD   
全体(n) 
（男子n，女子n） 
平均 SD 平均 SD  F df ｐ値 
自尊感情 
全体 (52) 80.4 11.4 81.8 11.7   全体 (59) 77.6 11.1 78.0 11.7  5.02 (1,109) .480 
低群 (8,13) 69.4 6.6 71.7 7.4 
 
低群 (11,20)  69.4 6.2 70.8 12.1 
 .14 (1,50) .713 
高群 (19,12) 87.9 7.0 88.6 8.8   高群 (16,12) 86.8 7.5 85.9 10.0 
 





全体 (53) 22.8 5.8 22.9 6.1 全体 (65) 22.0 6.1 22.6 6.8 .32 (1,116) .573 
低群 (9,13) 17.1 3.1 18.2 4.3 
 
低群 (11,19) 16.7 3.1 17.8 5.3  .01 (1,50) .943 
高群 (18,13) 26.8 3.4 26.2 4.8   高群 (18,17) 26.6 3.9 26.6 5.2 
 
.31 (1,64) .582 
自己価値づけ 
全体 (52) 24.4 4.8 25.2 4.8 全体 (63) 22.9 4.9 23.4 5.7 .19 (1,116) .667 
低群 (7,9) 18.6 2.9 20.6 3.6 
 
低群 (13,17) 18.8 2.5 20.1 3.7  .62 (1,44) .435 
高群 (20,16) 26.9 2.8 27.2 3.9   高群 (16,17) 26.6 3.3 26.4 5.5  .21 (1,67) .648 


















事前 事後 追跡      
平均 SD 平均 SD 平均 SD  F df ｐ値 η2  ｐ値 
自尊感情 
全体(51) 80.3 11.5 81.3 11.3 82.1 12.6  2.07 (2,100) .131  1)  
男子(26) 82.7 10.8 84.3 11.1 85.5 12.9 
 .76 (2,98) .473 
2) 
女子(25) 77.8 11.9 79.0 10.7 78.6 11.5  
自己肯定感 
全体(52) 22.7 5.9 22.7 5.9 23.4 6.3 1.88 (2,102) .158  1)  
男子(26) 23.8 6.1 24.3 6.4 24.6 7.0 
 .85 (2,100) .430 
2) 
女子(26) 21.6 5.5 21.0 4.9 22.4 5.4  
自己価値づけ 
全体(51) 24.3 4.9 25.0 4.8 25.7 5.6 
 
4.23 (2,100) .017* .078 1) 事前VS追跡 .036* 
男子(26) 25.1 4.8 25.9 4.4 26.8 4.8 




女子(25) 23.5 4.9 24.2 5.1 24.6 6.2 







対照群 48.1％であった．同様に高群では，介入群 51.7％，対照群 46.2％であった（表８，
９）．次に，介入群の低群・高群，対照群の低群・高群毎に事後と事前の自尊感情得点の差
を増加，増減なし，減少に分類し Pearson のχ２検定をしたところ，発育に対する態度の
































15 4 10 29 
51.7% 13.8% 34.5%   
対照群 
12 1 13 26 
46.2% 3.8% 50.0%   
表８ 発育低群の得点の変化（事前・事後） 














13 1 6 20 
65.0% 5.0% 30.0%  
対照群 
13 2 12 27 
48.1% 7.4% 44.4%   





表 10 プログラムの理解度（%） 
 
                                        全体（ｎ） 
                             男子（ｎ） 

























全体(53) 73.6 26.4     
男子(27)    77.8  22.2    





全体(53) 67.9 26.4 5.7  
男子(27) 59.3  33.3  7.4   






全体(53) 54.7  43.4  1.9    
男子(27) 51.9  48.1    






全体(54) 75.9  24.1      
男子(27) 81.5  18.5    















全体(52) 40.4  42.3  9.6  7.7  
男子(27) 37.0  40.7  11.1  11.1 







全体(53) 66.0  28.3  3.8  1.9  
男子(27) 59.3  37.0  3.7   






全体(53) 64.2  28.3  7.5    
男子(27) 74.1  22.2  3.7  





全体(53) 58.5  37.7  3.8    
男子(27) 70.4  25.9  3.7  
女子(26) 46.2  50.0  3.8    




「体つきの変化」に対する回答は，否定的 24.1％(男子３人，女子 10 人），中立的 57.4％
（男子 18 人，女子 13 人）,肯定的 18.5％(男子６人，女子４人）であった．χ２検定の結
果，性差は有意ではなかった． 
一方，「体の働きの変化」に対する回答は，否定的 24.1%(男子２人,女子 11 人），中






 (3)  学習の振り返り 



























評価し生活改善や行動変容につながる④～⑤の記述が 23 人（43.4%）いた．  
 
表 11 第１時～３時の「授業に対する受け止め」の記述分類 
 
カテゴリー 例 件数 該当率 
 




















































・心の準備ができました． 6 2.5% 
 
 



















授業内容の評価 ・またこんな授業がしたいなと思います． 4 1.7% 
そ の 他 ・友達がいいアドバイスを書いていてすごいなと思いました． 11 4.6% 



























































































































































































１）上長然：思春期の身体発育と抑うつ傾向との関連. 教育心理学研究 55：21-33，2007 
２）片岡恵理，大川洋子：女子中学生における体重の減量願望と健康意識に関する研究. 母
性衛生 51：137-143，2010 
３）池田かよ子：思春期女子のやせ志向と自尊感情との関連. 思春期学  24：473-482，2006 
４）池田かよ子：思春期男子のやせ志向と自尊感情および体型との関連. 新潟青陵大学紀
要  ７：63-71，2007 
５）上長然： 思春期の身体発育と摂食障害傾向. 発達心理学研究 18: 206-215，2007 
６）浦上涼子，小島弥生，沢宮容子：男女青年における痩身理想の内在化と痩身願望との
関係についての検討. 教育心理学研究 61：146-157，2013 
７) 梅木彰子，中島千晴，中山佳織：高校生のボディイメージとセルフエスティームとの
関連. 熊本大学教育実践研究 24：73-81，2007 
８）竹内聡, 早野順一郎, 堀礼子ほか： ボディイメージとセルフイメージ (第２報): 体重
の過大認知と自己評価的意識の関係. 心身医学 33：697-703，1993 
９) 森慶恵，佐藤和子：小学生のボディ・イメージと身体満足度  セルフエスティームに





12) 伊藤由紀，篠田邦彦：児童生徒における客観的体型と主観的体型評価の 『ずれ』 に
関する検討. 発育発達研究 66：52-62，2015 
13) 公益財団法人日本学校保健会：平成 26 年度児童生徒の健康状態サーベイランス事業
報告書．63-64，公益財団法人日本学校保健会，東京，2016  
14）国立青少年教育振興機構 高校生の心と体の健康に関する意識調査 日本・米国・中
国・韓国の比較 （平成 30 年３月発表）．  
Available at：http://www.niye.go.jp/kenkyu_houkoku/contents/detail/i/126/ Accessed  
 March 16，2019  
15）高橋英子, 川端朋枝, 山田正二 ほか： 男子学生 (高校生, 専門学校生, 大学生) の痩
せ願望の有無による体型評価と体型誤認. 札幌医科大学保健医療学部紀要 ７：23-29，




16) 佐藤由佳利，土谷聡子：高校生の摂食障害傾向 その性差について. 心身医学 50：321-
326，2010 
17）中島佳緒里，山宮裕子，島井哲志： 中学生男子の痩身理想の内面化と身体不満足感, 
痩身行動との関連. 日本赤十字豊田看護大学紀要 10：87-95，2015 
18) Omasu  F，Hayashi M：The effect of perceived body shapes on the desire to be thin 













Accessed  July 10，2018 






29）文部科学省：小学校学習指導要領解説 体育編．56，東洋館出版社，東京，2009  
30） 齋藤久美, 戸部秀之, 小林正子：小学生対象の保健指導への発育グラフ活用の可能性 
健全なボディ・イメージを育むグループ保健指導の検討. 埼玉大学教育学部附属教育実
践総合センター紀要 12：1-8，2013 
  第 4 章 
99 
 
31）文部科学省：学校保健安全法施行規則の一部を改正する法律  Availabel at : 
http://www.mext.go.jp/b_menu/houan/kakutei/08040703/gakkouhoken.htm 
Accessed  July 10，2018 
32）文部科学省：小学校学習指導要領解説 体育編．22，東洋館出版社，東京，2009  









38) 高田しずか, 渡邉正樹, 小松良子 ほか： ポートフォリオを用いた健康教育における
評価規準・基準の検討. 千葉大学教育学部研究紀要 53：155-163，2005 
39) 南風原朝和：心理統計学の基礎-総合的理解のために. 63-66，有斐閣，東京，2002 
40) Houts P, Doak C, Doak L  et al ：  The role of pictures in improving health 
communication: a review of research on attention, comprehension, recall, and adherence. 
Patient Education and Counseling 61：173-190，2006 
41）高田利武：日常事態における社会的比較と文化的自己観. 実験社会心理学研究 39： 
1-15，1999 
42) 戸田まり：児童期における自己の発達 榎本博明編 自己心理学２ 生涯発達心理学
へのアプローチ．176-177 金子書房，東京，2008 
43) 前川浩子： 子どもにおけるやせ願望の背景 (特集 肥満とやせをめぐる評価と発育発





46）高村寿子：月経と女性性 女性の生き方と月経教育. 産婦人科の実際 41：983-989，




47）堀川玲子：思春期女性のやせ, 摂食障害. 臨床婦人科産科 67：663-670，2013































  第 5 章 
101 
 
















































































































































































するプログラムが開発され指導が進んでいる．例えば，McCabe ら 3）が行った８～10 才の
652 人を対象とした「Healthy me」のプログラム は，１カ月の間に 60 分の授業を４回と，
３か月後に要約の授業を１回行っているが，介入後の body esteem に効果はみられなかっ
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４ ３ ２ １ 








４ ３ ２ １ 
５ ほかの人を、とてもうらやましく思います。 ４ ３ ２ １ 
６ 正しいと思うことは、反対されてもやり通したいと思います。 ４ ３ ２ １ 




４ ３ ２ １ 




４ ３ ２ １ 








４ ３ ２ １ 
14 友だちは、わたしの考えをよく取り上げてくれます。 ４ ３ ２ １ 
15 ときどき、自分自身がいやになることがあります。 ４ ３ ２ １ 
16 だれとでもなかよくしていけるほうです。 ４ ３ ２ １ 
















４ ３ ２ １ 























４ ３ ２ １ 
24 ほかの人から、うらやましがられることがよくあります。 ４ ３ ２ １ 
25 自分の意見や考えを通すほうです。 ４ ３ ２ １ 
26 どんな不幸があっても、くじけないだろうと思います。 ４ ３ ２ １ 
27 わたしには、あまり自慢できるところがありません。 ４ ３ ２ １ 
28 ほかの人から悪く言われることがおそろしいです。 ４ ３ ２ １ 
29 わたしには、たくさんよいところがあると思います。 ４ ３ ２ １ 
30 こまっている友だちを助ける。 ４ ３ ２ １ 
31 友だちに乱ぼうな話し方をする。 ４ ３ ２ １ 
32 友だちが失敗したらはげます。 ４ ３ ２ １ 
33 何でも友だちのせいにする。 ４ ３ ２ １ 
34 休み時間に、友だちとよくしゃべる。 ４ ３ ２ １ 
35 友だちのたのみをきく。 ４ ３ ２ １ 
36 引き受けたら最後までやる。 ４ ３ ２ １ 
37 遊んでいる友だちの中に入れない。 ４ ３ ２ １ 
38 相手の気持ちを考えて話す。 ４ ３ ２ １ 
39 友だちの遊びをじっと見ている。 ４ ３ ２ １ 
40 友だちの意見に反対する時には、わけを言う。 ４ ３ ２ １ 
41 友だちとはなれて、一人だけで遊ぶ。 ４ ３ ２ １ 
42 友だちに親切にする。 ４ ３ ２ １ 
43 友だちにけんかをしかける。 ４ ３ ２ １ 
44 自分のしてほしいことを、むりやりやらせる。 ４ ３ ２ １ 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１ 主題名 自分のよさを知ろう － 秘密の友だち － 
２ 本時の目標 
  ・互いのよさを認め合うことの大切さを実感できるようにする．（関心・意欲・態度） 
３ 本時の展開（２時） 
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しています。 ４ ３ ２ １ 
２ 鏡にうつった自分の体型
たいけい
がすきです。 ４ ３ ２ １ 
３ 自分の体型
たいけい









４ ３ ２ １ 
５ 自分の身長に満足
まんぞく
しています。 ４ ３ ２ １ 
６ 他の友だちと同じくらいの身長だったらと思います。 ４ ３ ２ １ 
７ 自分の体重に満足
まんぞく
しています。 ４ ３ ２ １ 
８ 今の体型
たいけい
よりも太りたい（またはやせたい）です。 ４ ３ ２ １ 
９ やせている方がかっこいい（またはかわいい）と思い
ます。 
４ ３ ２ １ 
10 身長はのびてほしいけれど、体重はふえるのはいやで
す。 















４ ３ ２ １ 
14 大人の体に変化
へんか
していくことが楽しみです。 ４ ３ ２ １ 
15 大人の体になりたくないと思っています。 ４ ３ ２ １ 





です。 ４ ３ ２ １ 
18 自分の体の変化が友だちと違
ちが
うことが気になります。 ４ ３ ２ １ 









４ ３ ２ １ 































































４ ３ ２ １ 
23 男らしい体になると人の目が気になります。 ４ ３ ２ １ 








































４ ３ ２ １ 
27 女らしい体になると人の目が気になります。 ４ ３ ２ １ 
28 胸
むね


















































４ ３ ２ １ 
30 決められたことは、きちんとやるほうです。 ４ ３ ２ １ 
31 友だちが悪いことをしているのを見ると、止めようと思います。 ４ ３ ２ １ 
32 自分でしなければならないことでも、親や先生から言われないと
しないほうです。 
４ ３ ２ １ 
33 ほかの人を、とてもうらやましく思います。 ４ ３ ２ １ 
34 正しいと思うことは、反対
はんたい
されてもやり通したいと思います。 ４ ３ ２ １ 
35 自分をたよりないと思うことがあります。 ４ ３ ２ １ 
36 ほかの人から尊敬
そんけい
されるような人間になれるだろうと思います。 ４ ３ ２ １ 












４ ３ ２ １ 
40 ほかの人とくらべて、いろいろな点ですぐれていると思います。 ４ ３ ２ １ 
41 ほかの人からどんなふうにうわさをされているか、気になるほう
です。 
４ ３ ２ １ 
42 友だちは、わたしの考えをよく取り上げてくれます。 ４ ３ ２ １ 
43 ときどき、自分自身がいやになることがあります。 ４ ３ ２ １ 





４ ３ ２ １ 
46 友だちは、わたしのためになることをしてくれることが多いと思
います。 
４ ３ ２ １ 
47 何ごとも、ほかの人にしてもらうより、自分でやりたいほうです。 ４ ３ ２ １ 
































４ ３ ２ １ 
49 ほかの人よりおとっている（できないことが多い）と感じること
がよくあります。 
４ ３ ２ １ 
50 ほかの人と同じくらいに、ものごとができると思います。 ４ ３ ２ １ 
51 何かしようとする時、ほかの人が反対するのではないかと心配に
なることがあります。 
４ ３ ２ １ 
52 ほかの人から、うらやましがられることがよくあります。 ４ ３ ２ １ 
53 自分の意見や考えを通すほうです。 ４ ３ ２ １ 





４ ３ ２ １ 
56 ほかの人から悪く言われることがおそろしいです。 ４ ３ ２ １ 
57 わたしには、たくさんよいところがあると思います。 ４ ３ ２ １ 
58 
わたしは、とても不器用
ぶ き よ う
です。 
４ ３ ２ １ 
59 わたしは、自分の顔や姿が好きです。 ４ ３ ２ １ 
60 わたしは、他のともだちと同じくらいの身長だったらと思いま
す。 
４ ３ ２ １ 
61 わたしの顔は、かわいい（かっこいい）です。 ４ ３ ２ １ 





４ ３ ２ １ 
64 わたしは、自分の顔や姿がいやです。 ４ ３ ２ １ 
65 わたしは、自分の好きなスポーツやゲームは、上手です。 ４ ３ ２ １ 
66 わたしは、もっと他の子のように、かっこよくなりたいです。 ４ ３ ２ １ 
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４ ３ ２ １ 





４ ３ ２ １ 
８ 今の体型
たいけい
よりも太りたい（またはやせたい）です。 ４ ３ ２ １ 
９ やせている方がかっこいい（またはかわいい）と思い
ます。 















４ ３ ２ １ 
13 大人の体になりたくないと思っています。 ４ ３ ２ １ 












４ ３ ２ １ 









４ ３ ２ １ 































































４ ３ ２ １ 
23 男らしい体になると人の目が気になります。 ４ ３ ２ １ 








































４ ３ ２ １ 
27 女らしい体になると人の目が気になります。 ４ ３ ２ １ 
28 胸
むね


















































４ ３ ２ １ 
30 決められたことは、きちんとやるほうです。 ４ ３ ２ １ 
31 友だちが悪いことをしているのを見ると、止めようと思います。 ４ ３ ２ １ 
32 自分でしなければならないことでも、親や先生から言われないと
しないほうです。 
４ ３ ２ １ 
33 ほかの人を、とてもうらやましく思います。 ４ ３ ２ １ 
34 正しいと思うことは、反対
はんたい
されてもやり通したいと思います。 ４ ３ ２ １ 
35 自分をたよりないと思うことがあります。 ４ ３ ２ １ 
36 ほかの人から尊敬
そんけい
されるような人間になれるだろうと思います。 ４ ３ ２ １ 







４ ３ ２ １ 
39 自分に自信
じしん
をもっています。 ４ ３ ２ １ 
40 ほかの人とくらべて、いろいろな点ですぐれていると思います。 ４ ３ ２ １ 
41 ほかの人からどんなふうにうわさをされているか、気になるほう
です。 
４ ３ ２ １ 
42 友だちは、わたしの考えをよく取り上げてくれます。 ４ ３ ２ １ 
43 ときどき、自分自身がいやになることがあります。 ４ ３ ２ １ 
44 だれとでもなかよくしていけるほうです。 ４ ３ ２ １ 
45 今の自分にだいたい満足
まんぞく
しています。 ４ ３ ２ １ 
46 友だちは、わたしのためになることをしてくれることが多いと思
います。 
４ ３ ２ １ 
47 何ごとも、ほかの人にしてもらうより、自分でやりたいほうです。 ４ ３ ２ １ 


































４ ３ ２ １ 
49 ほかの人よりおとっている（できないことが多い）と感じること
がよくあります。 
４ ３ ２ １ 





４ ３ ２ １ 
52 ほかの人から、うらやましがられることがよくあります。 ４ ３ ２ １ 
53 自分の意見や考えを通すほうです。 ４ ３ ２ １ 
54 どんな不幸
ふこう
があっても、くじけないだろうと思います。 ４ ３ ２ １ 
55 わたしには、あまり自慢
じまん
できるところがありません。 ４ ３ ２ １ 
56 ほかの人から悪く言われることがおそろしいです。 ４ ３ ２ １ 
57 わたしには、たくさんよいところがあると思います。 ４ ３ ２ １ 
58 わたしは、とても不器用
ぶ き よ う









４ ３ ２ １ 
61 わたしの顔
かお
は、かわいい（かっこいい）です。 ４ ３ ２ １ 
62 わたしは、今よりも太りたい（あるいはやせたい）です。 ４ ３ ２ １ 
63 わたしの笑顔
えがお





がいやです。 ４ ３ ２ １ 
65 わたしは、自分の好
す
きなスポーツやゲームは、上手です。 ４ ３ ２ １ 
66 わたしは、もっと他の子のように、かっこよくなりたいです。 ４ ３ ２ １ 
67 わたしは、良
よ


































































４ ３ ２ １ 
72 自分の体ができること、自分が持っているよさに注目することが
大切です。 













































４ ３ ２ １ 
77 自分の体について、何かできることやよいところを、友だちから
教えてもらうことはうれしかった。 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１ 題材名   ぼく・わたしの体ってすごい 
２ 本時の目標  
・自分の身体ができること，自分のよさを実感し，自分の身体を肯定的に捉えられるようにする． 









指 導 上 の 留 意 点 
 
教材・ 
教具等 
評価 
 
導
入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま 
と
め 
 
 
めあての
確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自分の身
体ができ
ること 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
成長期の
過ごし方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
振り返り 
 
○自分ができること，自分がもっ
ているよさに注目する学習である
ことを確認する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自分や友達の身体ができるこ
と・よいところについて考える． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○成長期である思春期の過ごし方
が大切であることを知る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
○成長期の自分の身体の発育に大
切なことを再確認する． 
 
 
 
○本時で学んだこと振り返る． 
 
○周りの人と比較して，自分にはないものがあるこ
とに気づいて残念な思いをしたりすることがあるこ
とを，教師の経験や調査のグラフなどを例に挙げて
説明する． 
例）走るのが遅い，身長が低い，○○ができない 
 
○短所や不得意なものを努力によって望ましい方へ
改めていくことも大事であるが，他人と比較するの
ではなく，自分ができること，持っているものに注
目することも大切であることを知らせる． 
 
 
 
○保健学習の１時で書いた「身体が成長してできる
ようになったこと」を想起させたり，障害者のある
人の代償機能の発達について説明したりすることで
体の発達の素晴らしさに気付かせる． 
例）ヘレンケラーは指先で色の区別や濃淡が認識で
きた 
 
○好きなことや得意なことに注目させてできること
やよいところを部位ごとに書かせる．書きにくい児
童には具体例を示す． 
 
〇ワークシートを交換させて班の児童から見た，で
きること，よいところを書かせる． 
 
○数名に発表させてできることやよさを共有する． 
  
○スキャモンの発達曲線を提示し，様々な器官が異
なる時期に発育すること，よりできるようになるた
めには，身体の各器官の発育が必要であることを説
明する． 
 
○他者と比較して自分の成長や体型等を気にする年
頃であるが，今後10年間程は成長する時期で個人差
も大きいので気にしすぎる必要はないことを押さ
え，成長を前向きに捉えさせる． 
 
○自分の身体の発育を支え，身体を最も大切にでき
るのは自分自身であることを強調するとともに，保
健学習で学んだ食事，運動，睡眠などの生活習慣の
大切さを確認させる． 
 
○自分の身体を大切にするためにしていることや，
これからしていきたいことを考えさせる． 
例）好き嫌いで何でも食べる． 
夜は早く寝るようにする． 
身体の大きさを人と比べて気にしない． 
○○は苦手で避けてきたけど頑張る 
 
○数名に発表させて学びを共有させる．  
 
グラフ 
 
 
 
 
 
 
 
谷真海
のスピ
ーチ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシー
ト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
発育曲線 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシー
ト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
○自分の身体や身体
の発育を大切にする
ためにこれからして
いきたいことを書い
ている． 
【ワークシート】 
（関心・意欲・態度） 
 
 
 
 
○自分のこれまでの
生活や考え方を振り
返って，身体や身体
の発育を大切にする
ためにしていきたい
ことを書いている． 
 
 
 
 
○自分の身体や身体
の発育を大切にする
ために，自分ができ
ることについて例を
いくつか示す． 
自分のからだができることやよさを見つけよう 
 
努力を要する状況
への手立て 
十分満足できると 
判断される状況 
